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中央教育審議会､第 1次答申 (1997)では､ゆとり教育が提言 された,_.この中で
は､｢教育内容の厳選と基礎 ･基本の徹底を回ること｣の基本方針から､算数科では指,.･L',･:内
容が30%､指蒋時数が 14%縮減 された｡このため､珠数の学力低下を危偵 して､旧学
習指導要領の下での ｢算数の学力｣の実態を調査 し､つまずきの占める割合の多い指導tJi
項について授業改歯を図 り､｢‡‡数診断評価を生かす r散と計別 の指港｣､岡山大学算数 ･
数学教育学会､算数学力診断調査プロジェクト (2002)にまとめた｡現在､｢ゆとり教
育｣の中で学力の低下が叫ばれている中､確かな学力の向上を目指 して様々な算数の増築
改善が試みられている｡そこで､この度､平成 10年告示の学習指尊要領の下での様/Iな
算数の学力向上文様事業によって､剛 l県及び広島県の児塵の ｢数と計算｣のI,即戒におけ
る学力がどの程度改善 ･向上 したのかを診析調査をする,
1 はじめに
算数の学力調査については､学力低下論
争の中にあって､様々なものが実施 されて
きているo国際教育到遥度評価学会 H E
A)の｢国際数学･理科教育動向調査の 2003
年調査(小学4年生対象)は､1995年同
様､参加国中第3位の成鮎だったと報告 し
ているっまた､文部科学省も､ゆとり教育
の下での算数の学力実態を調査 しているO
平成 15年度の ｢教育課程実施状況調査｣
がそれである,同報告缶では､｢数と計算｣
の領域に関 しては､｢計算技能の通過牢は､
設定透過率以 上であるが､分数のわ i)fi等､
計算の意味理解に関わる閃笹では､設定通
過率を下回った｣とする報告がなされてい
る｡
岡山県教育委員会でも現行の教育課程が
完全実施 された初年度の平成 14年度に
｢‡‡致学力調査｣を､第5学年の児童を対
象に実施 している｡貨数の学力の実態 とし
て､｢敬と計算｣の領域では､｢計ち封支能は
概ね良好であるが､′ト数､分散の意味､寄
致 ･偶数の意味jl的羊の活用､小数のわり算
の恵味理脈が不十分｣という報告をしてい
る=岡山)(挙証致 ･数学教育学会算数学力
診断プロジェク トでも､現行の学習指嬉要
領への移行期直前の平成 10年度に旧学習
指導要領の下での算数の学力調査を第 1学
年から第6学年の全学年を通 して実施 して
いる｡｢数と計井｣の領域の学力の実態は､
全ての学年において計算技能の達成率は広
い傾向にある｡ 一方､達成率の気がかりな
学習内容 として､｢数の見方｣｢計算の意味｣
｢計算の仕方｣｢計算のきまりを活用するこ
とJr計算の見梢もり｣を取 り上げており､
計許の普味埋解や数学的な見方や考え方に
関わる問題の遥成率が良好とは言えない状
況にあると報告しているっ
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各種の算数学力実態調査では､前回の学
習指溝要領の下でも､現行の指導要領の下
でも､共柏している傾向は､｢数と計算｣の
領域では､計算日妨げ る技能がおおむね良
好のようであるが､計算の意味理解や計算
の仕方に関する数学的な考え方は､良好と
は言えない傾向にあると思われる.
全国的な傾向はともかく､岡山県の小学
生の算数の学力は､現行の指導要韻の下で
と:ういう状況にあるのかを調査してみる必
要を感じた}平成14年度に算数学力調査
を岡山県教育委員会が調査をしているのは
確かである｡しかしながら､この調査は現
行の学習指導要領の完全実施に踏み切った
段階の調査で､旧学習指導要領の影響も大
きかっ[=と思われるっ現行の学習指導要領
が浸透した現段階で賃数の学力調査をした
方が､より客観性があると考えられるo岡
山県教育委員会が学力調査したのは､第5
学年が対象であり､全学年ではない oLか
も､｢牧と計算｣｢鼓と測定｣｢図形｣｢数鼠
関係｣を網羅したものであり､調査項目も
4領域の代表的な指導事項に関するもので
ある｡
そこで､岡山大学算数 ･牧草教育学会で
は､算数の学力の実態を､系統的 ･体系的
に調査㌻ることを考え､全学年で実施する
ことにし､指導内容､指導時数とも多い､
｢散と計算｣の領域に焦点化して学力調査
することにした｡
2 今回の学力診断調査の目的
岡山大学祭放･数学教育学会井放学力診
断プロジェクトが､今回学力診断調査する
目的は､次の点にある｡
1 岡山県や広島県内の小学生の算数の
学力の実態を系統的､体系的に調査
すること
2 小学生の ｢数と計証｣領域の学力を
｢胤L､･意欲･態度｣｢数学的な考え
方｣｢表現 ･処理｣｢知識･技能｣の
4つの学力の観点から系統的 ･体系
的に調査すること｡
3 旧字'Lli'指導尖領の下での｢数と計算｣
の領域の学力と現行の学習指導要領
の下での学力とを比較し､どんな学
力が維持 .向上し､どんなノ;･L:力が低
下傾向にあるのかを体系的に分析す
ることへ
4 本学会の基本的な学力向上の基本的
な考え方として､｢つまずき､無答､
誤答の多い指導串項に関する授業改
背をすれば､学力は向上する｣とい
う共通n'.JL.誠がある｡そこで､つまず
き､誤答､種答傾向の多い ｢数と計
算｣の領域の問題について原因を分
析 し､その問題に関わる学力向上の
ための授業改善のストラテジーを立
てて実践的授業をするための基畦資
料を得る｡
5 岡山大学と岡山県教育委員会との連
携協力事紫 ｢算数 ･数学教員の指港
カアノブ事業｣とも閑適するので､
算数の学力診断調査結果については､
岡山県及び広島県内の調査協力校へ
情報提供し､岡山県及び広島県の算
数教育の充実発展及び児藍の算数の
学力の向上に賓するようにしたいと
考える｡
3 学力診断調査開成の改訂
学力低下論議の中では､子どもの学力が
低下したのではなく､カリキュラムの低下
であるという考えもある･,カリキュラムの
低下間組は明確であるが､それによって､
学力が本当に低下したかどうかを客観的に
捉えたいのである｡そこで､私たちは､旧
学習指心安領､現行の学習撒き昏要領に共通
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な指導事項に関する ｢数と計算｣の領域で
の学力の実態を調査することにした｡
そのためには､平成 10年度に旧学習指
導要領の下で実施した実態調査と現行の指
導要領の下での学力実慾調査を比較して､
｢数と計算｣の領域では､どんな学力が向
上し､どんな学力が低下しているのかを把
握することにした｡
(1)同一問題での比較
学習指導要領が改訂されたため､｢歓と
計算｣の領域の学力が本当に低下している
かどうかを調査するために､基本的に同一
間屯で調査することにしたO学習指港要領
から削除された内容を調査し､もし､その
内容の達成率が良好でなかった場合､学力
が低下したとは言えない｡それは､指噂 し
なくなった内容の達成率が低いのは当然
だからである｡
(2)学年を移動 して同一開展を設定
現行指せ要領は､旧学習指や要領の内容
よわも,自ら学び自ら考えるという ｢ゆと
りの中で生きる力｣を重視した教育を一層
推進する観点から､指導内容が 30%節減さ
れたO また､スパイラルに指iFr,されていた
｢数の性質｣｢分数｣｢分数の計托｣等が髄
止され､特定の学年で統合的に取 り扱われ
るカリキュラムに変更された｡
スパイラルを取りやめ､統合的な取 り扱
いをする学習指導カリキュラムは､学習の
効率化を目指すものである｡ゆとり教育と
一方でアピールしながら､もう一方では､
ス′り ラルを廃止して効率よい｢数と計井｣
の指導を目指しているのであるC統合的な
取 り抜いは､元々 ｢数と計算｣の学力の高
い進んだT･どもには､発展的に先に学習を
進めるため､楽しさと充実感のあるものに
なると思われる｡しかしながら､諜数嫌い
な児童にとっては､スパイラルという繰り
返 L学習が礎止されたことは､大きな問題
であると考えられる.例えば､旧学習指導
要領では､第 3年生と第4学年で分数が指
導されていたが､現行の学習指導要領では､
第4学年で統合的に指導される｡旧学習指
導要領では､もし､第3学年の 1未満の分
散で ｢つまずき｣を生 じていても､第 4学
年で 1を超える分数を第3学年との関連を
図 りながら ｢分数｣を取り上げられると､
第 4学年の段階になって初めて､分数の意
味や性質を理解できるようになるというこ
とが打数教育ではあったと思われる｡とこ
ろが､現行の学習指導要領では､スパイラ
ル顧止のため､第4学年の ｢分数｣でその
章味や性質を理解できないと､カリキュラ
ム上はそれを補完するシステムになってい
ない lこのため､算数の得意な児童は心配
することはないと思われるが､元々学力の
低い井数嫌いの児壷の ｢分数｣の意味理解
が危恨 されるのである｡か ノキュラム上は
第 3学年から第4学年へと取 り扱 う学年が
あがっているにも拘わらず､分数の意味理
解の達成度の程度が気がかりなのである｡
そこで､今回の学力診断調査では､学習
指呼要領の改訂に伴って指導事項が移動 し
たものについては､前回の学力診断調査と
同一問題を､現行の学年の学力診断調査間
筏として設定 した.
4 各学年の開展の改訂点と発展閉恩
3で述べた通 り､学習指導要領の改訂に
伴い､従前の調査内容を学年で移動させた
り､削除したりした｡また､学習指導要領
で発展的に取 り放うことが詐されると考え
られる内容に付いては､学習指噂要領の指
導単項になっていない内容であっても､取
りしけた｡
(1) 第 1学年
L'｢致｣
第 1学年では､旧学習指導要領では敬の
範囲が 120までであったが､現行の学習
指導輩領では100までとなっている｡そ
- 3-
のため､数の範囲は原則 100までにした｡
ただし､数の線の Lの数を読む発展的問漣
として｢101｣を取 り上げ､｢100とい
くつ｣とみることができるかどうかを調沓
する､J
喝 ｢計算｣
計算には､｢計算の意味｣｢計許の仕方｣
｢計算ほ能｣の3つの分野で学力を調査す
るC計算の音味については､｢演等決定｣と
｢式のよみ｣をiB.視 した｡.汁算の仕方は､
穴悼め閃地を通して､計算の仕方のプロセ
スを評価することにした.,計算の発展問題
としては､学習指導要領の範凶を超える閃
硯ではあるが､20+30を取 り上げて､
I0を単位にして､既習の兆放計算 ｢2+
3｣を活用して計算の仕方を見出すことが
できるかどうかを朋査する｡
(2) 第2学年
(1ノ｢散｣
第2学年では､数の範凹が 1万までの数
を取 り根うことになっている｡不等号を取
り扱わなくなった関係上､数の大小を,不
等号を使って表す問題は削除したが､数の
大小比較は形を変えて実施することにした ,
q)｢計算｣
計算の意味では､かけ算の清算決定とか
け算の式のよみを重視 して学力診断するO
計算の仕方では､新たに筆算の仕方を｣.｣
述させる問題にし､筆算に関わる数学的な
考え方を調査することにした,
53127を筆_貸します_
-の位の計算は､どのようにしたの
でしょうかこ 53
かきましょう_. -27
[二 二 コ 26
3桁同士の加減の筆臥 よ､学習指導要領
は第3学年に位盈付いているので､第2学
年では対象外にした｡
(3) 第3学年
qJ｢致｣
現行指,ざti横 領では､小数､分数が第4学
年に移行統合した関係上､これらに関する
問題は､第4学隼で取 り扱 うことにしたc
e)｢計算｣
計算の意味としては､わり算の吾味理解
を､演算決定とわり算の式のよみで調香す
ら ,
計算の仕方としては､かけ貨の筆算の考
えを問うことにしたO
計算技能としては､かけ筋の筆算の習熟
度に特化 して調査する｡
(4) 第4学年
Li/｢数｣
｢故｣の領域では､現行の指導要領では
分数 ･小数がこの学年でスパイラル方式を
止めて､統合的に取り扱われるため､前伺､
第3学年で実施した同一問題をこの学年で
実施することにした｡
t'-2:'計算
計算の意味にf即 ノては､乗法と加減の組
み合わせた問等削二ついて､数畏関係を捉え
て lつの式に式表示できるかどうかを調べ
るC計算の仕方では､わり筒の筆‡‡が学習
指導要誹で第4学年に位置付いたため､前
回第3単年で取 り扱った同上･問題を設定 し
て実態調査 (｢計算は能｣)する｡
計算の見怖もりについては､わl)許でも
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仮商を取 り扱う関係上､学習指i許要領では
取 り伐ってはいないが､見桔もりの能力を
調べる｡
(5) 第5学年
D｢数｣
小数が第4学年にIfg3,行 し､第5学年では､
目標が小数及び分数の意味や表 し方の理解
を深めるとなっている｡ しかしながら､3
内容の取 り扱い (2)では､｢1/10の位
までの小数の計算を取 り扱 うものとする｣
となっている｡そこで､小数の食味では､
記数法の考えを基礎にして､′ト数の意味を
理解 しているかどうかを調査する｡
⑦ ｢計算｣
計堤の意味では､前回と同一問題で乗数
及び被除数が小数になっても､かけ許やわ
り算の式に表すことができるかどうかを調
査するO
計算の仕方では､小数のかけ算を､既習
の整数のかけ算を活用 して計算できるかど
うかを問う間越を設定 した｡
6 76×43-3268です
このことを作って､0.76×4.3
の答えを出そうと思います｡
答えに○を付けましょう,.
( )0.3268 ( )3.268
( )32.68 ( )326,8
7 912÷24-38です,
このことを使って､9.12÷2.4
の答えを出そうと思っています
答えに○を付けましょ
()38
( )0.38
つcL
? ? ? ??
?
?
?
?
計算技能としては､同分母分散の加減､
小牧乗除計算を取 り合うが､学習指,rnT要折
の税関を超えた (帯分数)- (ft-JJL歓)を
取 り稚い､分数の意味理解を鹿礎にした発
展的な計許力を調査する _
<学習指導要領>
2 内 容､
A ｢数とi汁算｣
(5)概故についての理解を深める｡
ア 目的に応じて､和､農を概数で見fIH,る
ことができる
と示されているので､これに関わる問社を
新殺 した｡
(6) 第6学年
(i)rkJ
現行の学習指導要領への移行に伴い､約
数､倍散に関わる問題を取 り上げる 具体
的には､第6学年で 〔用語 ･記号〕として
最大公約数､最′ト公倍数が取 り扱われるこ
とになっているので､その理解蛇を下記の
ような問蛭をlfLr定 して調査するo
また､｢通分｣｢約分｣の問題も､第6学
年で耽 り扱 うので､この学年で前回と同一-
閉域で意味用.鰐皮を調査する,
I,ZJ｢計算｣
計等の普味 としては､分数の東除に特化
してその理解度を調査する.具体的には､
分数×盤散､分数×分数､分数÷挺放､分
数÷分散の式になる問題をあったア ノトラ
ンダムに設定 して清新 央定 させる問だ臥こす
る｡計算の仕方を問う開祖では､分数×整
数を取 り上げ､｢単位の いくつ分｣の考え
け数学的な考え方｣)の達成度を調香する
2×4 . .口 が (2×4)こ
5 □
だから 2×4-□
I 5 -
計算ほ能については､分散の乗除計ち引 二
第5学年から獅 子した基本的な分故の加減
計算を付加した､ニ計算の見閥もりについて
は､学酎 旨iL3要領では､絹､商の見絹もり
を取り上げるようになっている･.桟､商の
見朽もりとしては､日常事象との関連虎視
の組点から､分数の乗除計算ではなく､小
数の乗除計算の見繕もり問題を設定した,I
5 おわりに
この度､算数学力診断調査を実施する意
B]は､ゆとりの中で ｢生きる力｣の育成を
アピールした現行の学習指導要領の下で､
局i･低基蜂とする基礎的 ･基本的な算数の学
力が､どの程度本当に身についているのか
調べるためである｡文部科学省でも教育課
程実施状況調査で算故の学力の実態に努め
ているところであるが､私たちは､岡山県
及び近隣の広島県の児I夏の算数の学力の実
態を知りたいのである｡特定の学年ではな
く､第1学年から第6学年までの算数の学
力の実態を知 りたいのである｡
現行の学習指導要領では､
(.ij rI:数の指導内容が30%縮減された
こ と こ,
11スパイラル方式をLめ､統合的に指
節するようにしたこと,J
(3)履修主義でなく､完全習得学習を目
指したこと
寸)算数的活動虚根の授繋改歯を推進 し
たこと
'5′習熟度別 ･少人数指導を算数村でも
積極的に推進されたこと
等､様々な改革 ･=夫改善が為された｡
こうした改革 .改削 二より､本当に児蚤
の算数の学力が高まったかどうかを､前凶
実施した旧学習指丑要領の下での算数の学
力の実態と比較して判断したい
私たちの目的は､｢牧と計貨｣の領域に関
するつまずきや誤答､蜂谷の多い指導弔項
の授業改掛 二あるO今回の算数の学力診断
調査で､単に､筋数の学力が上がったかと
うかではないOつまずきや誤答の多い ｢散
と計算｣に関する授業改善をすれば､算数
の学力の向上に査するものと考える｡
｢敬と計算｣では､｢計算力｣重視の下､
計算技能の習掛 こ終始 した取組もある｡｢計
罷力｣を育成するためには､計算の意味理
解や計笹の仕方を生み出す ｢数学的な考え
方｣も含めて､授業改善を図る必要がある｡
計算の意味理解や計算の仕方を生み出す
｢放学的な考え方｣が十分達成できていな
いようであれば､機械的に計算技能の習熟
に終始 しても,.li;味がないと思われる一,
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1 0に あ て は ま る かすを かきましょう.
(1)いくつでしょう｡
･ 7は･Sと□ ② ,Oは･8と□
･ 4と3で□ ④ 7と3で□
ロに かきましょう｡
3 いくつ あるでしょう｡
(1)●●●●●●●□こ
(2) ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆
☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆
☆ ★ ☆ ★☆ ヰ
☆ ☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆☆
☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆ [=]こ
4 口に あてはまる かすを かきましょう｡
(1) 10を7つ 1を3つ あわせたかすは⊂]
･2) 86は[コ を8つと ⊂コを6つ
あわせた かすです｡
5 ちいさいじゆんにひだりからならべましょう｡
巨∃[重]回 [互至]Ef]
[コ口[コ⊂コ[コ
6 ⑧ 笹 )
(1)あわせて なんぴきでしょう｡
しき
(2)ちがいは なんぴきでしょう｡
しき
ー 7-
7 こたえを たす しきを かきましょう｡
(1) ぱすに 5にん のっていました｡
3にん のってきました｡
いま ばすには なんにん のっているでしょう｡
しき⊂ 二 二 二 二 コ
(2) みかんが 5こ あ ります｡
3こ たべると の こりは なんこで し ょう｡
8あといくつで10になるか口にかすをかきましょう｡
(l)匿 ]□ (2)巴コロ
9 けいさんの しかたを せつめいしていますD
口に あてはまる かすを かきましょう.
(1)9十3のけいさんの しかた
こ…監 ｣ ●●●
9に [コ を たして [コ
⊂] と[コ で ⊂]
(2)14-9のけいさんの しかた
這霊≡]●●
･Oから口 を ひいて [コ
[コ と[口 で[コ
10けいさんをしましよう｡
･1)8･3-⊂] (2)ll-8-□
･3,2･- -□ (4)4.6-4-⊂]
(5)13-3
･5-□ (6)7+0-⊂]
･7,20+30-□ (8,10･5-□
11 3まいのえをみて 5-2の おはなしを
つくりましょう｡
-_I.-l_-i>r･Il-_
2 *
lあわせて い くつに なるかを 助字で かきましょう
'1滴 断簡闇(2' 蘭馴⊂=コ [= = ]
'3'[二亘]㊥ ㊥ ㊥ o 4`' [二重 コ O o ｡ ｡ ｡
2 口に あてはまる 軌を かきましょう｡
･1) 120は ⊂=コを1こ [:= ]を 2 二
あわせた 牡です.
･2', 180は 10を [コ こ あつめた蝕です｡
8 こたえを だす しきを かきましょう｡
(1) 赤の リボンは 3mです｡
苛の リボンは 赤の 2はいの 長さ1='そうですD
晋の リボンは なんmでしょう｡
しき
(2) ケーキの は二が 3はこあります｡ lは二に ケーキは 2こずつ
はいって います｡ケーキrL ぜん.ミニで なんこあるでしょう.
しき
えが つぎの 赦l=なる かけJFの しきを せんぷ かきましょう｡
要 覧 ‥ ] - [ = コ ⊂ 二 二 ]
(3) 4000と 700と 5を あわせた蝕は ⊂ = コ です｡
･4) 4500は 100を[=コこ あっ- 附 す｡
3 53- 2 7を ひっさんでします O
-の く らいの けいさんは どのよう に したの
でしょ うか｡ かきましょうQ
4 Zlfしましよう｡
(1) 2 7 (2) 9 6 (3) 7 2 (4) 1 2 6十35 +37 -2 8 - 3 2
･5)7×8-[二コ (6,9×7-[コ (7, 8×6-[=]
5 1の かすを 口に かきましょう｡
RLIO 90 TIO
6 どちらの 人数が 多いか くらべてみまLJ=う｡
[聖聖二][霊讐コ
'l'望㌣で己至L5'of 見れば ｢- 右手司を 見れはよい4
(2)大きい数の方にOをつけましょう｡
⊂コ678 692⊂コ
7 計昇しましょう｡
･1,20.30-[= ] (2,23十30- ⊂コ
9 こた
(1) 1
10 7のだんの 九九をつくっています｡
7×1- 7
7×2- 1 4
7)く3- 2 1
7×4= 2 8
(l) 7の 1='んの きまりを みつけて かきましょう｡
(2)7×5の こたえを わすれて しまいました.
7×5の こたえを どのようにして だ世は よいでしょう｡
11 こたえの たしかめをします｡
じぶんの たしかめかたに Oを つけましょう｡
(1) 6 4 ( )35十29を 計算して 64になるか
-2 9 どうかを たしかめる｡
3 5 ( )もういちど 64-29を けいさんして
35に なるか どうかを たしかめる｡
(2)7×6-42
〉` ♂や/を つかって たしかめる｡
??
???
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ?
???
?
たしかd)るD
して たしかめる｡
って たしかめる
12盛者 しきと ★の産気 那 つなぎま也
享≒ ::-I-;-
13 程を 見て 3×4の式になるお指をつくりましょう｡
魯朝 醸 醜 昏軸
I8-
%3*
1 ロに あてはまる政を かきましょう｡
(1)7X4の答えは.7×5の答えより
(2)2400000は.10000を
(3)500を.10倍した敦は
[コ 小さい｡
[= ] こ あつめた故です｡
⊂ コ です｡
また･10でわった#･3 ⊂ コ です｡
･4,孟三言.ooは･一万を [コ こ と千を ⊂ ]こあわせた
(5)1本65円のえんぴつを100本Xうと
2 1の 牡を かきましょう｡
600 700
⊂ :コ 円です.
3 大きい鞍の方に O をつけましょう｡
･1,[コ 95828 107050[コ
･2,[コ 27598 27641[コ
4次のff井をしましょう｡
･1,20×5-⊂コ (2,90÷3-⊂コ
･3,200×3- ⊂ = ] (4, 120÷4-[コ
5 1十暮のしかたを考えています｡
d lは.どんなtl井をしているのでしょう｡
(1)事井の考え
2 7
× 5
1. ≡ 5- ･･-･･･[
(2)12×3の折井を.12を工夫して折井すると,
･2x3- [二 二 コ .l.2×3~~~l
(3) 2 5×18の計Jlを.18を工夫して計暮すると.
25×18-⊂=コ .
6 次の計暮を 手書でしましょう｡
二 二 二
⊂ ] ｢`
(千 [` コ
7 次の叩血をtBんで.答えを出す式を 暮きましょう.
(1) あめが18こあります.3人に同じ赦すつあげます｡
1人分は.なんこでしょう｡
式
(2) 24mのロー プは.4mのロープの何倍でしょう｡
式
(3) 20こ りんごがあります｡ 1人に3こすつくばります｡
何人にくばれて.なんこ あまるでしょう｡
正二 二 = = ｢
8 次の計Jlで まちがいにみんな xを つけましょう｡
17÷6-3あまり1 ( ) 24÷5-4あまり4 ( )
34÷ 8-4あまり2 ( ) 25÷3-7あまり4 ( )
9 30÷4-7日･2 の答えを たしかめます｡
あなたなら一どの考えでたしかめるか 0をつけましょう｡
( )おはじき30こを.4こすつ分けてたしかめる｡
く )4のだんの九九を.もう一丘青いながらたしかめる｡
( )4×7+2 の計Fをしてたしかめる｡
10 12÷3 の閉鎖を作りましょう｡
-9-
第4学年
1 助字でかきましょう｡
(l) 五佳六千
(2) 十兆三百t8
2 [コ の中に.あてはまる故 を かきましょう｡
(1)4000万の10倍の掛 ま です｡
(2)6兆を10でわった赦は です｡
(3)0 1を
[コ
こ あつめた散は 1ですA
･再 を 7こ- ま [コ ですD
(5) 1. 7. 6. 3. 8. 4 の 6この散字のうち.4この数字を
使って4け1=の軌をつくろうと思います｡
･ 一番大きい- 1 恒 C
･ 一･J･tさい- l 恒 ｡
(6) 394を上からlけたの冊bfこすると
3 故が大きいのはどちらですか｡
⊂ コ に
[ 二 二 コ です｡
大きい方の軟を 暮きま
しょう｡大きさが同じときは ｢-｣と書きましょう｡
M o . と o[コ (2,019 と . ⊂]
･3, 1 と : [コ
1 1(4)- と-3 5 ⊂]
4 25X17=425です｡
このことをうまく使って.次のEI井の答えを求めましょう｡
(1)2500×170-
(2)25万×17万-
｢ = I
⊂ 二 二
5[コ にあてはまる散を かきましょう｡
16÷ (2十6) ⊂コ
6 6⊥2と貰えが同じになる式に.みんな0をつけましょう｡
( ) 60ナ2 ( ) 600÷200
( ) 60÷20 ( ) 600÷2
( ) 6000T2000
7 次の計算を事井でしましょう｡
(l) 7.4 - 1 8
二
(3). 132 - 4
二 二 _
(5) 84 ÷ 21
二 _ 二
(2) 72 T 3
に
(4) 315 T 3
二 二
(6) 252 T 36
二
8 次の肘Jtのうち.ばっと九て答えが2けたになるわりJtはどれでしょう
答えが2けたになると思うものに みんな0をつけましょう｡
( ) 96÷32 ( )732÷32
( )262÷36 ( )312÷26
( ) 1653÷37 ( ) 8833÷26
9 答えを求める式を. 1つの式で表しましょう｡
(l) lさつ75円のノートを4さっと, 1本25円の鉛書を4本Tいました｡
代金は.全部で何円でしょう｡
(2) l低20円のたまごを8個Xって. 200円出したときのおつりは
何円でしょう｡
10 次の什JFの市で 240十6の7qより大きいのはどれでしょう｡
大きいものにみんな0をつけましょう｡
( )240÷5 ( ) 250÷6
( )220÷6 ( )240÷7
11 仮分hlま帯分散か牡hlこ 帯分針 ま仮分数になおしましょう｡
･.,普-□(2,÷-□(3, 1号 -□
12 右のぷんほうぐを Tいま した｡ :えんぴつ･..172円 :
代金を求めるとき.あなたは.ど …消しコ'ム･- 23円 ;
ちらの計Jt方法を選びますか. :のリ. ･82円 :
0をつけましょう｡ :色紙 ･････38円 :
( )
ー10-
( )
72+23+82+38- 110+105
Y =215
第5学年
1 次の
∩
にあてはまるAiを書きましょう｡
･,,2･,7--汁 □ +0･,汁 [コ +o･- □
･2,2･35 を,0倍したk･i ｢ ｢ ですD
(3)3,5 を10分の1にした政は
(4)0.001 を20こJLめた政は
[二二コ ですB
I 1T･す｡
⊂コ
(6)3÷7 の{は です.
⊂]
2 次の間JIをLIんで.答えを求d)る式を暮きましょう.
(1)長さ22.4mのE)-プがありますBこのロー プを5.6mず
つに切って.短いロー プを作ろうと思いますB
短いロー プは何本作れるでしょう｡
(2)1mが500円のリボンを.2.8mtおうと患います｡
代金はいくらでしょう｡
(3)BのぽうのJlさをはかったら1.44kAでした.
このttのぽうの長さをPtベたら1.8mでした.
このttのぽうの1mのJlさは.何kgでしょう｡
(4)あきらさんの件暮は35也です.
お兄さんの体暮は.あきらさんの休工の1.2倍だそうICす｡
お兄さんの件Jlは.何k&でしょうd
3 書えが 4.5をこえる式に.みんな0をつけましょう｡
( )4.5×1.5 ( )4.5÷1.5
( )4.5xO,1 ( )4,5÷0.1
( )4.5÷0.9 ( ) 4.5×0.9
4t十Jlしましょう0
1 3(1)一十 一 -
5 5
･2,.1一言-[二コ
5 次の計Jlを事JFでしましょう.
⊂ ] [ コ
[ コ [ コ
6 76)く43=3268 です｡
このことを仕って,0.76 X 4.3 の答えを出そうと思いま
す.答えに0をつけましょう.
( )0.3268 ( )3.268
( )32.68 ( )326.8
7 912÷24=38 です｡
このことを仕って.9.12 ÷ 2.4 の答えを出そうと思いま
す｡害えl=0をつけましょう.
( )38 ( )3.8
( )0.38 ( )0.038
8 次のtlJFの答えの見当をつける式を暮きましょう,
(1) 37621+ 52704
答えの見当をつける式
(2) 71025 - 29746
答えの見当をつける式
9 分舟は小払に.小政は分政になおしましよう｡
･1, 号 -[二コ (2)0.73-[= ]
10 次の4つの市品をtおうと思い.‥･--一･･一一･･･日一･--･Hr
ます｡1000円で■えるかどう:ノート･･･126円:
か考えるとき.あなT=は,どちら:色伯書.･1382円 :
の方法をSLぴますか｡ :コンパス- 218円 :
Zぶ方に0をつけましょう｡ :のり･- I 74円 :
' ' 1q 4=-2BSo'600
200
4つの商品は.全部で800円だから耳える｡
) 200+400+300+100-1000
4つの75品は.1000円より少ないからtえる｡
- ll -
第6学年
lっ孝の 口 にあてはまる数を8きましょう｡
i., 与 - ま ⊂ コ 分です･･2,号×□ニー
(3) 塁 を約分すると
[ コ です
(4) 4と8の最小公倍数は
[= コ です｡
(5) 24と36の最大公約数は
[コ です｡
･6月 と i を- すると [] ですB
2次のr,l組を玩んで､答えを求める式を畢きましょう｡
(.) .mの塞さが そ kgの鉄のパイプがあ｡ます｡
この鋲のパイプ3mのJrさは､何kgでしょう.
･2､ 5‡ rnのひもがあ｡ます.=のひもを ‡ mずつにV)bと
何本のひもができるでしょう｡
(3)赤の リボンの長さは6mあり ます.
これ はJ のリボンの ‡ に あたるそうです｡
帯のリボンの長さは.何mでしょう.
(4)かべにペンキをぬリます｡ 1時間あたり i-.･のかべき
ぬることができます.
i- では､何m･のかべをぬることができるでしょう｡
(5)ひろしさんの体蔓は40kgです4
第の体tは､ひろしさんの体里の 号 倍だそうです｡
弟の体Jtは何kgでしょうd
□
3 [コ にあてはまる敗をかきましょう｡
2 □
-51×4は ｢=丁 が (2×4)こ
2 □
だから､ 了 ×4=-□4計算しましょう.
･1弓 弓 -[コ
･2,1‡一青-□
･3弓 ×4 =□
･4,号 ×i-⊂コ
･5)i-5-[コ
･6)i 弓 -⊂コ
5 次の計第の答えの見当をつける式をか き ま しょう.
(日 9.23×4.I2
見当をつける式
(2)7 56 ÷ Or98
見当をつける式
_ _ _ ｣
6 答えが3より大きい式に みんな○をつけましょう｡
( )3×‡ ( )3×弓･
( )3÷‡ ( ) 3T ,i
( )3T ii ( ) 3 × 古
7 2÷6×3の計芽をするとき.どちらの仕方で計等しますか｡
自分のする計算方法に○をつけましょう.
( )左から順に計算する ( )かけ算の式にまとめて
2-6×3- (2-6)×3: :2-6×3-2×‡ × 32
盲
1t3
･- r
× 3
=1
2×1×36
訂
- 12-
